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第６章「作物資料作成における作り方と協力関係」は、トウモロコシ飼料の作成過程を民族誌的に明
らかにした点で価値が高い。特にこの種の記述は従来みられなかったものである。さらにその再生過
程で出現する労働協力関係の特質を明らかにした。それは平等主義的な労働交換の特質をもっている。
従来のモンゴル社会における労働協力関係は牧畜労働に関わるものばかりであり、そこには雇用関係
など社会階層化に関わる制度でもあったが、農業にあってはそれとは別の価値観を内包する制度が出
現したのである。この記述もまた筆者のオリジナルな貢献といえる。 
第７章は結論であり、全体の要旨をまとめた上で、内モンゴル社会が、半農半牧という農業と牧畜は
相互に関連されないまま実施されるという状況から、双方の生業が相互補完的になる農牧複合と質的
に変化したことが理論的にも説明された。 
 
この論文の価値は、第一にはモンゴル地域研究に貢献するものである。従来から筆者が調査したホ
ルチン地域＝内モンゴル東部においては、歴史的に農業化が進んでいることは、近現代史研究によっ
て指摘されてきた。しかし本論文は、農業と牧畜がどのように併存するのかその実態を民族誌的に明
らかにしている。特に家計経済レベルにおいて人々の行動とその効果を把握し、農業生産と牧畜生産
の経済規模の増加が比例関係にあることを示した。また何よりも、飼料として用いられるトウモロコ
シ生産の実態を明らかにしたことは、モンゴル民族誌研究への大きな貢献である。特に内モンゴルの
人類学的研究にあっては、これまで圧倒的に牧畜文化への調査研究が主流であり、農業はほとんど扱
われてこなかった。この点でも大きな貢献といえる。概して従来の内モンゴルにおける生業文化は西
部や中部において牧畜が支配的、筆者が集中調査したホルチン地域（東部）は、農業と牧畜が併存す
るという状況があった。筆者によれば、近年の禁牧政策はそうした従来の地域差をなくすほど、大き
な影響を与えているという。これは筆者自身も述べていることだが、それ故に、本論のホルチン地域
の事例は、単に東部の代表例というだけでなく、内モンゴル全体の生業変化のモデルになる可能性も
ある。 
この論文はモンゴル研究への貢献を第一に考えていることも有り、その成果が広い意味での人類学
研究あるいは牧畜研究にどう貢献できるのか、十分に吟味されているとは言いがたい。より広い社会
科学的な観点から本論であつかった議論を再定位することも可能であり、その点について課題が残る。
とはいえ、これまでほとんど扱われてこなかった内モンゴル人の農業を正面から学術的課題とし、そ
の歴史・社会・文化・技術を、人類学的な手法を用いて明らかにし、内モンゴル社会の変化を質的に
解明した点は大きく評価できる。 
 
 
よって、本論文は博士（学術）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
